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中
井
町
で
「
マ
ダ
ケ
の
筍
狩
り
」
再
開
！ 

 

！ 

 

コ
ロ
ナ
で
浮
き
彫
り
、
課
題
と
展
望
！ 

竹
で
収
益
を
生
み
経
済
を
回
し
て
課
題
解
決 

  

放
置
竹
林
が
広
が
り
、
社
会
的
課
題
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
竹
林
再
生
を

持
続
す
る
に
は
筍
の
利
用
や
竹
林
、
竹
材
の
活
用
を
進
め
、
収
益
を
確
保
す
る
仕
組
み

づ
く
り
が
必
須
、
善
意
や
持
ち
出
し
の
一
方
通
行
で
は
継
続
が
難
し
く
な
り
ま
す
。 

中
井
マ
ダ
ケ
の
筍
狩
り 

今
年
６
月
マ
ダ
ケ
の
筍
狩

り
が
13
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ

ま
す
。
２
０
０
５
年
神
奈
川
県

の
「
あ
し
が
ら
竹
林
再
生
事

業
」
で
始
ま
っ
た
中
井
町
の
竹

林
再
生
事
業
。
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

を
主
体
に
都
市
農
村
交
流
事

業
の
モ
デ
ル
例
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
最
初
は
中
井

の
マ
ダ
ケ
林
を
知
っ
て
も
ら

う
目
的
で
２
０
０
５
年
６
月

に
初
め
て
の
「
筍
狩
り
イ
ベ
ン

ト
」
を
46
名
の
参
加
者
を
迎
え

て
開
催
し
ま
し
た
。
最
盛
期
の

２
０
０
８
年
に
は
「
中
井
た
け

の
こ
祭
り
」
に
趣
向
を
変
え
５

６
８
名
（
内
筍
狩
り
４
０
６

名
）
の
参
加
者
を
迎
え
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
２

０
１
２
年
の
筍
狩
り
を
最
後

に
中
断
し
た
ま
ま
で
す
。 

岐
路
に
立
つ
竹
林
再
生 

中
井
の
竹
林
整
備
は
今
年

で
20
年
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

今
、
竹
山
の
整
備
は
分
岐
点
に

立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
個
人
や
団
体
の
善
意
に
頼

る
一
方
通
行
型
の
活
動
が
継

続
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
参
加
者
の
高
齢
化
、
団
体

の
経
営
資
源
の
減
少
等
で
自

助
努
力
も
限
界
に
き
て
い
ま

す
。
か
つ
て
竹
林
は
筍
、
竹
材

で
経
済
を
回
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
輸
入
品
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
に
代
替
さ
れ
経
済
価
値

を
失
い
、
放
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
通
り
の
活
動
を
続

け
る
限
り
経
済
は
回
ら
ず
固

定
費
の
み
発
生
し
、
活
動
を
続

け
る
ほ
ど
負
担
が
増
加
、
活
動

の
継
続
を
難
し
く
し
ま
す
。
し

か
し
、
筍
、
竹
材
、
竹
林
が
収

益
を
生
み
、
経
費
を
カ
バ
ー
で

き
れ
ば
竹
林
整
備
は
逆
に
普

及
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

筍
を
食
べ
て
竹
林
再
生 

今
回
は
筍
狩
り
と
い
う
体

験
活
動
で
の
再
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
竹
林

や
竹
材
の
活
用
を
進
め
、
竹
で

経
済
を
回
す
仕
組
み
づ
く
り

を
絶
対
条
件
と
し
た
活
動
に

転
換
し
ま
す
。
放
置
竹
林
の
持

続
的
な
再
生
活
動
の
普
及
に

向
け
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。 

理
事
長 

平
石 

眞
司 

１

 
 

日本の竹ファンクラブ通信   
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小
机
城
址
支
部 

 
12
月
も
竹
灯
籠
の
処

理
作
業
は
続
き
、
５
日
に

割
り
作
業
は
完
了
し
、
割

っ
た
灯
籠
を
土
嚢
袋
に
入

れ
A
地
区
に
集
結
す
る

作
業
も
14
日
午
前
中
に

完
了
し
ま
し
た
。
処
理
作

業
が
予
定
よ
り
早
く
進
ん

だ
た
め
、
14
日
午
後
と
、

21
日
に
北
奥
散
策
路
の

竹
穂
垣
の
改
修
を
行
い
ま

し
た
。
垣
根
の
改
修
作
業

が
初
め
て
、
ま
た
経
験
の

少
な
い
会
員
等
、
和
気
あ

い
あ
い
に
教
え
あ
い
な
が

ら
両
日
で
８
ス
パ
ン
が
完

成
し
ま
し
た
。 

１
月
13
日
と
25
日
は

同
じ
く
北
奥
散
策
路
の
四

ツ
目
垣
の
改
修
を
行
い
ま

し
た
。
い
ざ
立
子
の
取
り

付
け
で
す
が
、
肝
心
の
男

結
び
が
初
め
て
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
１
年
た
っ
た
ら

忘
れ
た
と
い
う
方
等
い
ろ

い
ろ
で
し
た
が
、
ベ
テ
ラ

ン
の
指
導
の
下
な
ん
と

1.5
日
で
13
ス
パ
ン
の
完

成
と
な
り
ま
し
た
。 

午
後
は
E
地
区
の
枯
れ

竹
の
伐
採
行
い
結
果
竹
林

の
美
観
が
向
上
し
ま
し
た
。 

北
奥
散
策
路
の
竹
穂
垣
、 

四
ツ
目
垣
、
竹
林
を
観
賞 

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

担
当
：
荻
原
三
男 

 

 

横
浜
国
際
プ
ー
ル
支
部 

 2
0
2
4

年
末
か
ら
１
月
は 

マ
ダ
ケ
と
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク 

境
界
緩
衝
部
で
間
伐
作
業 

と
な
っ
た
。
こ
こ
国
際
の 

竹
林
で
は
唯
一
開
け
た
ベ 

ス
ト
の
作
業
環
境
ポ
イ
ン 

ト
だ
が
、
そ
の
上
の
モ
ウ 

ソ
ウ
チ
ク
間
伐
は
急
斜
面 

で
手
強
い
で
す
。
こ
の
日 

は
雑
木
部
か
ら
竹
林
部
へ 

と
つ
づ
く
園
路
の
全
線
で
、 

な
ら
枯
れ
を
含
む
種
々
の 

老
木
が
枯
れ
て
倒
れ
た
り 

予
備
軍
が
目
立
ち
、
既
に 

通
行
に
支
障
を
き
た
す
事 

態
も
起
き
て
い
た
の
で
作 

業
前
に
全
員
で
調
査
マ
ー 

キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。
場 

所
と
本
数
を
指
定
管
理
者 

に
報
告
し
、
雑
木
部
管
理 

委
託
業
者
と
伐
木
を
検
討 

し
て
も
ら
う
事
に
し
ま
し 

た
。
別
の
活
動
日
に
は
マ 

ダ
ケ
部
の
竹
垣
を
実
に
７ 

年
振
り
に
改
修
で
き
ま
し 

た
。
こ
れ
ま
で
４
月
開
催 

の
「
竹
灯
籠
ま
つ
り
」
が 

昨
年
か
ら
５
月
に
変
更
と 

な
り
、
こ
の
後
は
間
伐
、 

密
度
管
理
、
竹
灯
籠
つ
く 

り
と
つ
づ
き
ま
す
。 

担
当
：
根
岸
秀
行 

  
こ
ど
も
の
国
支
部 

 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
面 

し
て
い
る
マ
ダ
ケ
林
の
間 

伐
作
業
も
進
む
に
つ
れ
集 

積
処
理
場
よ
り
も
離
れ
て 

い
く
。
起
伏
あ
る
竹
林
内 

を1
0
0

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
引 

き
ず
り
出
す
の
は
そ
こ
そ 

こ
の
重
労
働
。
陽
光
ま
ぶ 

し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
は 

サ
ッ
カ
ー
大
会
の
子
ど
も 

た
ち
の
歓
声
が
こ
だ
ま
し 

て
心
地
よ
い
。
年
一
度
の

土
曜
日
開
催
は
梅
林
に
通

じ
る
マ
ダ
ケ
林
の
間
伐
、 

散
策
路
沿
い
の
こ
の
竹
林 

は
こ
ど
も
の
国
公
式
Ｘ

(

エ
ッ
ク
ス
）
で
「
好
き
な

竹
林
」
と
し
て
定
期
的
に

ポ
ス
ト
さ
れ
て
い
る
。
今

年
は
小
中
学
生
の
姉
妹
が

家
族
で
初
参
加
、
ノ
コ
ギ

リ
扱
い
も
な
れ
て
太
い
古

竹
に
挑
戦
し
「
達
成
感
が

あ
り
ま
す
！
」
と
笑
顔
。

ま
た
、
生
ま
れ
故
郷
の
実

家
の
放
置
竹
林
整
備
の
為

に
と
初
参
加
の
男
性
は

「
沢
山
学
び
ま
し
た
」。 

 
 

担
当
：
丹
治 

薫 

 中
井
町
支
部 

 

中
井
中
央
公
園
か
ら
望 

む
富
士
山
の
姿
に
一
喜
一 

憂
し
な
が
ら
中
井
町
半
分 

形
で
の
整
備
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
入
口
セ
メ
ン
ト

斜
路
の
右
側
の
峡
谷
や
、

そ
の
奥
の
整
備
着
手
初
期

の
あ
し
が
ら
竹
林
再
生
事

業
広
報
板
付
近
が
荒
れ
て

い
た
の
で
整
備
、
且
つ
メ

イ
ン
エ
リ
ア
の
枯
竹
、
極

細
竹
等
の
間
伐
を
実
施
。 

今
後
の
課
題
と
し
て
、
や

ま
ゆ
り
ラ
イ
ン
沿
い
の
整

備
、
無
残
な
姿
の
四
ツ
目

垣
の
改
修
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
６
月
は
筍
狩

り
の
予
定
で
す
。 

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち 

し
て
い
ま
す
。 

 
 

担
当
：
榮 

千
彰 

 

竹
の
学
校 

竹
林
管
理
コ
ー
ス 

 

竹
の
学
校
の
同
期
は
、

10
人
余
り
。
竹
林
、
筍
、 

竹
細
工
な
ど
興
味
の
発
端 

は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
け
れ
ど
、 

み
ん
な
が
楽
し
そ
う
に
竹 

の
話
を
し
ま
す
。
そ
ん
な 

場
は
他
に
ど
こ
に
も
な
い 

の
で
、
帰
り
道
に
は
い
つ 

も
「
あ
ー
、
楽
し
か
っ
た
」 

と
し
み
じ
み
思
っ
て
い
ま 

し
た
。
春
の
若
竹
伐
採
や 

秋
の
間
伐
、
竹
灯
籠
祭
り 

の
手
伝
い
に
参
加
し
て
、 

力
持
ち
で
も
器
用
で
も
な 

い
私
で
も
（
皆
さ
ん
に
助 

け
て
も
ら
っ
て
）
何
と
か 

な
る
！
と
思
え
る
経
験
が 

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。 

竹
垣
に
使
う
男
結
び
は
、 

３
人
の
先
生
た
ち
全
員
に 

何
度
も
教
わ
っ
た
上
、
家 

で
の
自
主
練
で
や
っ
と
で 

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

あ
の
冷
た
い
雨
の
中
、
最 

後
ま
で
朗
ら
か
に
教
え
て 

下
さ
っ
た
先
生
方
の
辛
抱 

強
さ
こ
そ
が
、
小
机
の
竹 

林
を
守
り
続
け
る
力
の
芯 

の
部
分
じ
ゃ
な
い
か
と
感 

じ
た
体
験
で
し
た
。
一
年 

間
の
学
校
、
本
当
に
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

報
告
：
中
西
令
子 

 

竹
工
房 

竹
で
ゲ
ル
を
作
っ
て
み

よ
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 

竹
ゲ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ 

プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
写 

真
で
見
た
だ
け
で
は
ど
ん 

な
構
造
な
の
か
わ
か
ら
な 

か
っ
た
の
で
す
が
、
小
型 

の
模
型
を
見
せ
て
も
ら
い 

広
さ
や
高
さ
も
開
閉
の
具 

合
で
変
わ
る
も
の
だ
と
わ 

か
り
ま
し
た
。 

竹
を
切
り→

割
り→

穴
開 

２ 

明日への活力 今日のボランティア活動！ 

 



昨
年
に
つ
づ
き
、
小
机
城
址

Ａ
エ
リ
ア
で
部
材
用
の
竹

を
伐
り
出
し
て
開
始
。
壁
材

と
天
井
材
用
に
竹
を
割
り
、

面
取
り
、
穴
開
け
と
順
調
に

進
ん
だ
。
１
週
間
後
に
裁
縫

の
ご
と
く
、
糸
は
シ
ュ
ロ

縄
、
針
は
針
金
に
持
ち
替
え

て
交
点
に
通
し
て
結
び
に

コ
ブ
を
作
り
接
合
、
壁
を
広

げ
屋
根
材
を
結
束
し
て
簡

易
折
り
畳
み
式
ゲ
ル
の
完

成
で
す
。
こ
れ
で
直
径
2.5

ｍ
と
３
ｍ
併
せ
て
５
基
体

制
と
な
り
イ
ベ
ン
ト
や
レ

ン
タ
ル
へ
で
の
出
番
が
待

た
れ
ま
す
。 

 

報
告
：
下
島･

荻
原･

榮 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

け→

結
び→

組
立
て
の
作 

  
 

業
を
二
日
に
分
け
楽
し
く 

行
い
ま
し
た
。
ス
テ
ン
レ 

ス
た
わ
し
を
使
っ
た
バ
リ 

取
り
は
今
ま
で
や
っ
た
事 

の
な
い
作
業
で
ツ
ル
っ
と 

し
た
断
面
に
安
心
感
も
あ 

り
ま
し
た
。
竹
林
の
中
で 

組
立
て
た
ゲ
ル
は
広
く
立 

派
で
畳
み
仕
舞
う
の
が
も 

っ
た
い
な
く
思
い
ま
し
た
。 

竹
細
工
に
も
興
味
が
湧
い 

て
き
て
る
の
で
自
分
の
物 

に
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

に
も
参
加
し
た
い
で
す
。 

  
 

報
告
：
吉
川
さ
と
み 

 

定時総会を6月15日(日)に 

開催します。  

定時総会を下記の通り開催します。 

別途案内状を差し上げますのでご出席下さい。 

日時 2025年6月15日（日）13:00～14:00 

場所 城郷小机地区センター 

内容 総会 主な議題 

① 2024年度事業報告並びに収支決算・監査報告 

② 2025年度事業計画並びに収支予算書 

３

 
 

TAKEFAN NEWS 

 

 

 

活動報告 
１月7日 中山小学校総合学習（梶間谷・根岸） 

1月22日 県横須賀三浦地域県政総合センター講演（平石） 

1月19・26日 竹工房 竹ゲル作り（下島・荻原・榮） 

2月7日 山田小学校総合学習（政所・松村） 

2月5日・12日 市環境活動支援センター、小机チップ化 

支援現地調査とチップ化作業（荻原・山根・榮） 

 

令和7年度 会費納入のお願い！ 
４月は会費更新の月です。 

皆さんの会費や寄付が日本の竹ファンクラブの活動を 

支えています。継続してクラブの活動をご支援下さい。 

会員種別を明記の上お申し込みください。 

◆入会金 1,000円 

（新規入会の正会員希望の方のみ、継続会員は不要） 

◆会費種別 

 正会員 個人2,000円 

（入会して、総会の議決権を持つ個人） 

準会員 正会員の家族1,000円、学生1,000円  

（入会し、総会の議決権を持たない個人） 

賛助会員 個人3,000円、法人以外の団体5,000円  

法人30,000円（各一口以上） 

（活動を支援するために入会した個人、法人

及び法人以外の団体で、総会の議決権を持

たない） 

◆＜振込先＞郵便振替 00270-0-69084    

 特定非営利活動法人 日本の竹ファンクラブ 

本年も横浜国際プールで「竹灯籠まつり」を開催します。 

準備も含め作業日数が非常に多くなっています。 

出来るだけ多くの方が参加して下さるようお願い致します。 

■５月 17日（土） 

（雨天の場合翌 18 日に順延） 

■準備期間・前日・当日のスタッフ募集中です。 

お手伝いいただける方は、Ｅメール又は同封の申込書に

必要事項を記入の上、事務局までお申込み下さい。 

   

【新入会員紹介（敬称略）】下線は竹取協力隊入隊者 

 前田順子（千葉市稲毛区） 

 

 

第18回 横浜国際プール 

 林浴の庭 

いやしの竹林 没頭できるボランティア活動！ 

 

「竹灯籠まつり」に 

参加しましょう !   

 



予定表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 5 日（土） 

協力隊 

小机城址市民の森  

竹林整備と密度管理  10：00～15：00 

4 月 8 日（火） 

協力隊 

こどもの国 

竹林の間伐        10：00～15：00 

4 月 10日（木） 

協力隊 

中井町   

竹林の間伐          10：00～15：00 

4 月 12 日（土） 

協力隊 

小机城址市民の森（要事前申込み） 

たけのこ掘り          10：00～15：00 

4 月 13 日（日） 

協力隊 

横浜国際プール 

竹垣改修と密度管理  10：00～15：00 

4 月 19 日（土） 

協力隊 

横浜国際プール 

竹灯籠つくり       10：00～15：00 

4 月 20 日（日） 

協力隊 

小机城址市民の森（要事前申込み） 

たけのこ掘り       10：00～12：00 

4 月 22 日（火） 

協力隊 

こどもの国         

竹林整備と密度管理  10：00～15：00  

4 月 26 日（土） 

協力隊 

横浜国際プール  

竹灯籠つくり       10：00～１５：00          

4月29日（祝火） 

協力隊 

横浜国際プール 

竹灯籠設置       10：00～１５：00          

 

5 月 3 日（祝土） 

協力隊 

学校管 

小机城址市民の森         

竹林間伐と密度管理  10：00～15：00 

講義：竹の由来と生態  9：00～12：00 

実習：穂先筍収穫と竹水作り 13:00～15:00 

5月6日（振休火） 

協力隊 

横浜国際プール   

竹灯籠設置       10：00～15：00 

5 月 10 日（土） 

協力隊 

横浜国際プール 

竹灯籠設置       10：00～15：00 

5 月 13 日（火） 

協力隊 

こどもの国 

竹林整備と密度管理  10:00～15：00 

5 月 16 日（金） 

協力隊 

横浜国際プール 

まつり前日準備      10：00～15：00 

5 月 17 日（土） 

協力隊 

横浜国際プール（要事前申込み） 

第 18回竹灯籠まつり  10：00～21：00 

（予備日：18 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 18 日（日） 

協力隊 

横浜国際プール   

まつり材片付け       10：00～12：00 

（午前中、予備日：19日） 

5 月 24 日（土） 

協力隊 

横浜国際プール       

竹灯籠集積         10：00～15：00 

5 月 25 日（日） 

協力隊 

学校管 

 

小机城址市民の森 

竹林間伐と密度管理   10：00～15：00 

講義：筍の育成と管理  9：00～12：00 
実習：若竹伐採と竹水取水 13：00～15：00 

5 月 27 日（火） 

協力隊 

こどもの国 

竹林整備と密度管理    10：00～15：00 

5 月 29 日（木） 

協力隊 

横浜国際プール 

竹灯籠処理         10：00～15：00 

5 月 31 日（木） 

協力隊 

中井町 

竹林整備          10：00～15：00 

 

6 月 7 日（土） 

協力隊 

中井町 （要事前申込み）          

マダケの筍狩り      １0：00～12：00 

6 月 10 日（火） 

協力隊 

こどもの国   

竹林整備と密度管理  10：00～15：00 

6 月 14 日（土） 

協力隊 

中井町 （要事前申込み）          

マダケの筍狩り      １0：00～12：00 

6 月 21 日（土） 

協力隊 

横浜国際プール 

竹灯籠処理         10：00～15：00 

6 月 22 日（日） 

協力隊 

学校管 

 

小机城址市民の森 

竹林の間伐         10：00～15：00 

講義：竹林の管理と育成 9：00～12：00 

実習：若竹伐採とお礼肥 13：00～15：00 

6 月 24 日（火） 

協力隊 

こどもの国   

竹林整備と密度管理   10：00～15：00 

6 月 28 日（土） 

協力隊 

小机城址市民の森 

竹林の間伐とお礼肥    10：00～15：00 

6 月 29 日（日） 

協力隊 

中井町 

竹林整備          10：00～15：00 

竹に関する情報がありましたら、どんなことでも結構です。下記宛にご連絡をお願いいたします。 

E-MAIL:office141@takefan.jp  URL:http://takefan.jp   TEL&FAX 045-306-9993 ４ 

※学校管：竹の学校「竹林管理コース」 ※協力隊：竹取協力隊の定例活動 ※援農隊：竹取援農隊の定例活動  
 

※イベント：詳細はチラシ又はホームページでご覧下さい。 
 
 
 
 
 

あたまの中をクールダウウン 竹切り体験  
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